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株式会社伊東商会
家族のケアが必要な場合のファミリーケア休暇

•「家族（ファミリー）」とは、第二親等までの家族（おじいちゃん、おば
あちゃん、孫など）と、内縁関係のパートナー、そして同居しているペッ
トを含めた範囲と定義。

• 家族のケアが必要な場合に通常の有給休暇とは別に、有給休暇を付与。
• 具体的には、家族の看病、通院付き添い、家族の健康診断、予防接種、

介護など。

・同社は平成 31 年に創立 66 周年を迎える。現在は第二創
業期と位置づけ、様々な仕組み、制度の導入を積極的に行っ
ている。

　同社が掲げるバリューステートメントにその源泉が垣間見
られる。

・ファミリーケア休暇制度導入のきっかけは、育児・介護休
業法の改正にある。法改正通りの制度を導入するだけでな
く、一人一人の多様な働き方がある中「社員がより能力を
発揮できる環境作りを目指す企業でありたい」という想い
を制度に反映させた内容になっている。

・制度の特徴は２つ。年度付与の有給休暇とは別に家族のケ
アに特化した休暇があること、そしてもう１つは家族の定
義を最大限広げている点である。事実婚、同居ペットも同
社の規程では家族と定義されている。社員にとって家族の
ケアと仕事、どちらも重要であると考え、その両立を自ら
の工夫で対応することができる。様々な背景をもった社員
の働き方をサポートすることが、能力発揮できる環境作り

企業概要

[ 設立 ] 1953 年
[ 事業内容 ] 産業機械の提案 ･ 販売
[ 所在地 ] 東京都中央区京橋
[ 従業員数 ] 132 名（2018 年 12 月時点 ※海外拠点含む）

[ 年次有給休暇の取得率 ] 72.0％（2018 年 12 月末）
[ 年間休日数 ] 124 日
[ ＵＲＬ ] http://www.itnet.co.jp/

へ繋がると考えている。
・ファミリーケア休暇制度は、中途採用社員による社内提案

制度を利用しての提案だった。他社で働いた経験を通し、
働く環境を良くするためという視点がこの提案へと繋が
り、形となった制度でもある。

同社正面と、写真右は社員のアイデアがきっかけでできた社員の憩いスペースの「コラボレーションエリア」。

CASE13

【ITO のバリューステートメント】
✓ 多様性がもたらす価値を理解し、互いを尊重すること

（性別・国籍・文理・ 若手ベテラン・経験などの違い
を問わないこと）

✓ 他者の挑戦をサポートし、励ます和の文化を育むこと
✓ 仕事だけでなく、家族や社会も大切にし、共に人生の

充実を目指すこと
✓ 意欲ある人々に、雇用・能力開発・昇進の機会を差別

なく提供すること
✓ わたしたちの行動は常に公正かつ道義にかなったもの

であること



特に配慮を必要とする労働者に対する休暇制度導入事例集

取組内容と特徴
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ファミリーケア休暇とは
・ファミリーケア休暇︓家族（＝ファミリー）の看護、ケア

をしなければならない場合、必要に応じて有給休暇を付
与する制度

・付与日数︓利用対象者１名について、１年間に５日（最大
10 日）を限度として取得することができる

・利用対象範囲︓第二親等にあたる家族、内縁関係 / 事実
婚、同居しているペット

・ケアの例︓介護、看病、通院付き添い、家族の健康診断、
予防接種、ケアマネージャーとの打ち合わせ等

・休暇の取得方法︓社内ワークフローで申請。いつ、誰に、
どんな理由で、何回目の利用かを記載し申請

・その他︓半日の利用が可能　事前申請が基本だが、突発
的な場合は事後申請も許可

ダイバーシティの推進 
・同社は「経営戦略」としてダイバーシティ推進を掲げてい

る。企業理念に基づいた「社員および関わる人すべてが
ワクワクする組織」を実現するために、社員が性別・国籍・
世代・経歴の違いによる多様な価値観を認め合い、お互
いを尊重する企業風土作りを目指している。

・社員一人一人が持っている力を最大限に発揮できる環境
を整えることが、顧客へ新しい価値を提案し、イノベー
ションを起こし続ける国際企業へと成長していく重要な
要素になっている。

・実際に、同社では多様性のある幅広い世代が活躍してい
る。多様な価値観、文化が融合することで自由な発想が
うまれ、目指すべき組織へと進化している。

・ファミリーケア休暇制度は、このような多様性を重視し

た環境で社員の能力発揮を最大化する環境づくりに寄与
している。現在も新たな取組としてリモートワーク導入に
向け、試験運用も開始されている。

コミュニケーション活性化施策
・インナーコミュニケーション施策の「アクティブランチ」は、

仕事での接点が少ない同僚や、部署間を超えたアイデア
が欲しい時に有効で、会社からランチ代として 1,000 円
が支給される。

  「ダイレクトランチ」は、役員と社員のコミュニケーショ
ンの場として活用されている。年間を通し実施され、１
回につき、社員数名と役員が食事をする場となる。社員
は年１回この機会がセッティングされ、普段抱えている
困りごとや、疑問、アイデアなどをざっくばらんに役員と
話すことができる。他部署からの参加社員と複数名での
実施となるため、部署を越えたコミュニケーションも活
性化する。アクティブランチ同様、ランチ代として 2,000
円支給される。本社以外の拠点はランチよりもディナー
でコミュニケーションできる「ダイレクトディナー」の活
用が可能となっている。会議という堅苦しい場でなく、
フランクにコミュニケーションできる仕組みと言える。

誰でも存分に活躍できる環境づくり
・フレックスタイム制度を活用し、社員がタイムマネジメン

トを主体的にコントロールできる環境を整えている。

・ファミリーケア休暇制度は中途採用社員からの提案が
きっかけであったように、フレックスタイム制導入も同様
となる。同社は多くの施策を社員の声から導入しており、
その他、オフィスグリーンの設置、５S 活動の始動、健
康活動提案など社員の声からの制度導入、活動実施例は
多岐に渡る。

制度利用者の声①営業本部所属
妻の妊婦健診に付き添いたいが、「妊娠は病気でないから・・・
それに 1 日休暇は要らず、半日で十分で・・・」と相談したところ、

「ファミリーケア休暇で半日利用しなよ︕」と勧められ活用しま
した。初めての子供だったこともあり、妻も付き添いを喜んでく
れました。たまたま居合わせた役員に、「男性社員の育児休暇第
1 号になるのもいいのでは︖」とも言われ、居合わせた社員で話
題になりました。

②営業本部所属
子供が急な熱を出すことがあります。3 人の小さな子供のいる我
が家ですが、妻が元気な子供を連れての診察は中々の大仕事とな
ります。そんな時、ファミリーケア休暇を活用し、妻は家で子供
2 人の相手をし、発熱している子供を私が病院へ連れて行くこと
ができています。

③企画・マーケティング本部所属
両親も年を重ね、ケアマネージャーとの日中の打ち合わせが必要
となりました。そんな時に利用したことがあります。

④営業本部所属
やんちゃなワンコが我が家にいます。
やんちゃ故、怪我が絶えず・・・・ワンコの
通院時に利用させてもらっています。

⑤営業本部所属
両親は日本語が話せず、また病院までの足の確保がままならず、
送迎とドクターとの通訳に同席するときなどに、ファミリーケア
休暇を利用しています。

⑥企画・マーケティング本部所属
子供がインフルエンザにかかりました。解熱は早く安心したもの
の、登園制限期間もあり、数日間仕事を休まざるを得ませんでし
た。頼れる身内が遠方ということもありましたし、入社したばか
りで有給日数も少く、どう乗り切ろうか、仕事の整理に加え頭を
悩ませた日がありました。ファミリーケア休暇を活用させて頂け
たことで、夏には有給休暇でしっかりリフレッシュできました。


